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www.hakata-houjinkai.jp

博多法人会の様々
なイベント情報や
ご案内を随時お届
けいたします。

簡単検索ですぐアクセス 博多法人会

博多法人会
ホームページ

博多法人会の様々

ホームページ
イベント情報や活動報告をリアルタイムで発信します。

イータックス 検索www.e-tax.nta.go.jp

● e-Taxソフト
申告・申請・納税手続がご利用できます。
　　  法人税・消費税・酒税・印紙税・所得税
　　  徴収高計算書・法定調書・納税証明書、その他各種申請・届出
　　  全税目

● e-Taxソフト（WEB版）
徴収高計算書・法定調書（給与所得の源泉徴収票等）・
納税証明書・納税手続がご利用できます。

● 確定申告書等作成コーナー
所得税・贈与税・個人消費税の申告手続がご利用できます。

・e-Taxソフト
申告・申請・納税手続がご利用できます。
申告　法人税・消費税・酒税・印紙税・所得税
申請　徴収高計算書・法定調書・納税証明書、その他各種申請・届出
納税　全税目

・e-Taxソフト（WEB版）
徴収高計算書・法定調書（給与所得の源泉徴収票等）・
納税証明書・納税手続がご利用できます。

・確定申告書等作成コーナー
所得税・贈与税・個人消費税の申告手続がご利用できます。

e-Taxは、自宅やオフィス、税理士事務所等からインター
ネットを利用して、申告、申請・届出等ができます。また、
インターネットを利用してダイレクト納付やインター
ネットバンキングによる納付ができます。

e-Taxの
利用は年々
増えています。

税務署に出向くことなく、インターネットを利用して
申告、申請・届出等ができます。

所得税の確定申告において、医療費の領収書等は、
その記載内容を入力して送信することにより、提出
等を省略することができます。

還付金を早く受け取ることができます。

納税証明書の交付請求手数料が安価です。

e-Taxのメリット

利用できるソフト

国税庁
e-Taxキャラクター 
イータ君

e-Taxの
利用は

年々増えて
います。

e-Taxイータックスe-Taxイータックス

自宅からネットが便利
申告・納税
自宅からネットが便利
申告・納税
自宅からネットが便利
申告・納税
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古
く
よ
り
地
面
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露
出
し
た
部
分
で
天
変
地
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を
占
っ
た
と
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れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
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現
在
は
こ
の
石
を
撫
で
る
と
「
運
が
湧
く
」と
い
わ

れ
て
い
る
。

博 多 の 歴 史博 多 の 歴 史

❸ ❷

筥
崎
宮
筥
崎
宮
筥
崎
宮

楼門勅額 敵国降伏

千利休の石灯籠

沸出石沸出石沸出石

筥松筥松筥松楼門楼門楼門 一之鳥居一之鳥居一之鳥居

参道大鳥居

　

本
宮
の
鳥
居
は
、御
本
殿
近
く

よ
り
数
え
て
一
之
鳥
居
、二
之
鳥

居
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

一
之

鳥

居

は

慶

長
14

年

（
1
6
0
9
年
）、藩
主
黒
田
長
政

が
建
立
し
た
と
そ
の
銘
に
あ
る
。

　

こ
の
鳥
居
の
柱
は
三
段
に
切
れ
、

下
肥
り
に
台
石
に
続
い
て
い
る
。

　

笠
木
島
木
は
1
つ
の
石
材
で

造
ら
れ
、先
端
が
反
り
上
が
り
、

貫
と
笠
木
の
長
さ
が
同
じ
異
色

の
鳥
居
で
あ
り
、「
筥
崎
鳥
居
」と

呼
ば
れ
て
い
る
。

筥崎宮 権宮司
田村 邦明さん
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日
本
三
大
八
幡

　

筥
崎
宮
は
筥
崎
八
幡
宮
と
も
称
し
、
宇
佐
、
石
清
水
両
宮
と
と
も

に
日
本
三
大
八
幡
宮
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　

御
祭
神
は
筑
紫
国
蚊
田
の
里
、
現
在
の
福
岡
県
宇
美
町
に
お
生
ま

れ
に
な
ら
れ
た
応
神
天
皇
（
第
十
五
代
天
皇
）[

八
幡
大
神]

を
主
祭

神
と
し
て
、
神
功
皇
后[

応
神
天
皇
の
母
君]

、
玉
依
姫
命[

海
の
神
・

神
武
天
皇
の
母
君]

が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。

　

創
建
の
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
断
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
古
い
記
録
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
中
頃
で
あ
る
延
喜
21
年

（
9
2
1
年
）
、
醍
醐
天
皇
が
神
勅
に
よ
り
「
敵
国
降
伏
」
の
宸
筆
を
下

賜
さ
れ
、こ
の
地
に
壮
麗
な
御
社
殿
を
建
立
し
、延
長
元
年（
9
2
3
年
）

筑
前
大
分
宮
（
穂
波
宮
）
よ
り
遷
座
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

創
建
後
は
祈
り
の
場
と
し
て
貴
族
や
民
衆
を
問
わ
ず
篤
い
崇
敬

を
集
め
る
と
と
も
に
、
海
外
と
の
交
流
の
門
戸
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　

鎌
倉
中
期
、蒙
古
襲
来（
元
寇
）と
い
う
国
難
が
あ
っ
た
が
、こ
こ
で

戦
勝
祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
俗
に
言
う
神
風
が
吹
き
、こ
の
未
曾
有
の
危

機
に
打
ち
勝
っ
た
と
い
う
逸
話
か
ら
開
運
・
勝
利
の
神
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
。境
内
に
は
当
時
の
蒙
古
船
の
碇
石
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

後
世
は
足
利
尊
氏
、
大
内
義
隆
、
小
早
川
隆
景
、
豊
臣
秀
吉
な
ど
歴

史
に
名
だ
た
る
武
将
が
参
詣
、
武
功
・
文
教
に
す
ぐ
れ
た
八
幡
大
神

の
御
神
徳
を
仰
ぎ
筥
崎
宮
は
隆
盛
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
福
岡
藩
初
代
藩
主
黒
田
長
政
、
以
下
歴
代
藩
主
も

崇
敬
を
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

明
治
以
降
は
近
代
国
家
を
目
指
す
日
本
と
と
も
に
有
り
、
明
治
18

年
に
は
官
幣
中
社
に
、
大
正
3
年
に
は
官
幣
大
社
に
社
格
を
進
め
ら

れ
、
近
年
で
は
全
国
よ
り
崇
敬
を
集
め
る
と
と
も
に
、
玉
取
祭
や
放

生
会
大
祭
な
ど
の
福
博
の
四
季
を
彩
る
杜
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　

他
国
か
ら
の
侵
略
と
い
う
国
難
に
対
し
て
、
当
時

の
日
本
人
は
「
敵
国
降
伏
」
の
精
神
で
立
ち
向
か
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
武
力
を
も
っ
て
相
手
を
降
伏
さ
せ

る
『
覇
道
』
で
は
な
く
、
徳
の
力
で
導
く
こ
と
で
相
手

が
自
ら
な
び
き
降
伏
す
る
『
王
道
』と
い
う
わ
が
国
の

あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。

　

王
と
民
と
武
士
（
防
人
）が
一
緒
に
な
っ
て
国
を
守

る
と
い
う
「
君
臣
・
君
民
一
体
」
の
国
体
も
あ
ら
わ
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
敵
国
降
伏
」
の
御
宸
筆
は
本
宮
に
伝
存
す

る
第
一
の
神
宝
で
あ
り
紺
紙
に
金
泥
で
鮮
や
か
に
書

か
れ
て
い
る
。 

縦
横
約
18
セ
ン
チ
で
全
部
で

三
十
七
葉
が
あ
る
。

　

社
記
に
は
醍
醐
天
皇
の
御
宸
筆
と
伝
わ
り
、

以
後
の
天
皇
も
納
め
れ
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
。

特
に
文
永
11
年
（
西
暦
1
2
7
4
）
蒙
古
襲
来
に

よ
り
炎
上
し
た
社
殿
の
再
興
に
あ
た
り
亀
山
上
皇

が
納
め
ら
れ
た
事
跡
は
有
名
で
あ
る
。

　

楼
門
高
く
掲
げ
ら
れ

て
い
る
額
の
文
字
は
文

禄
年
間
、
筑
前
領
主
小

早
川
隆
景
が
楼
門
を
造

営
し
た
時
、
謹
写
拡
大

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

楼
門
そ
ば
の
朱
の
玉
垣
で
囲
ま
れ
た
松
。

　

「
筥
松
」
ま
た
は
「
し
る
し
の
松
」と
呼
ば
れ
る
こ
の

神
木
は
、
応
神
天
皇
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と
き
に

神
功
皇
后
が
へ
そ
の
緒
と
胎
盤
を
筥
（
円
筒
状
の
容

器
）
に
入
れ
、こ
の
地
に
納
め
た
し
る
し
と
し
て
植
え

ら
れ
た
。

　

こ
の
地
は
、
も
と
も
と
葦
津
ヶ
浦
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
筥
が
納
め
ら
れ
た
こ
と
で
筥
崎
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
同
宮
が
在
す
る
地
名
・
駅
名
な
ど
は
筥
崎

宮
の
「
筥
崎
」で
は
筥
崎
八
幡
神
に
対
し
て
恐
れ
多
い

と
い
う
理
由
か
ら「
箱
崎
」と
表
記
し
て
い
る
。

　

楼
門
の
「
敵
国
降
伏
」
は
亀
山
上
皇
（
1
2
5
9
～

1
2
7
4
年
）の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
禄
3
年（
1
5
9
4
年
）
筑
前
領
主
小
早
川
隆
景

が
建
立
、
三
間
一
戸
入
母
屋
造
、
檜
皮
葺
、
建
坪
は
わ

ず
か
12
坪
で
あ
る
が
、三
手
先
組
と
い
わ
れ
る
枡
組
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、83
坪
余
り
の
雄
大
な
屋
根
を
有

し
た
豪
壮
な
建
物
で
あ
る
。　

　

「
敵
国
降
伏
」
の
扁
額
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
伏

敵
門
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

扉
の
太
閤
桐
の
紋
様
彫
刻
は
江
戸
時
代
の
名
匠
左

甚
五
郎
の
作
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

天
正
15
年（
1
5
8
7
年
）太
閤

秀
吉
が
九
州
平
定
後
、
本
宮
に

滞
陣
し
て
博
多
町
割
り
な
ど
を

行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
秀
吉
が
催
し
た
箱
崎

茶
会
に
随
行
し
た
千
利
休
に
よ

る
奉
納
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

南
北
朝
時
代
、
観
応
元
年

（
1
3
5
0
年
）の
銘
が
あ
り
ま
す
。
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博 多 の 歴 史

❹❺

筥
崎
宮
の
参
道
の

長
さ
は
？

約
700
m
で
す
。

大
鳥
居
の
柱
の

太
さ
は
？

子
ど
も
が
8
人
手
を

繋
い
で
周
る
こ
と
が

出
来
る
太
さ
で
す
。

筥
崎
宮
の
催
し
事
は

い
く
つ
？

一
般
の
参
列
者
が

参
加
で
き
な
い
も
の

も
含
め
て
、
約
60
近
く

あ
り
ま
す
。

第 一 支 部 ／ 支 部 だ よ り

　

博
多
港
を
も
っ
と
身
近
に
体
感
し
よ
う
と
、
企
画

さ
れ
た
今
回
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
肌
に

心
地
よ
い
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
箱
崎
港
を
夕
方
６

時
半
頃
、
出
港
し
ま
し
た
。

「
よ
う
こ
そ
博
多
湾
へ
！

」
と
、
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

海
面
か
ら
遊
覧
船
へ
飛
び
込
ん
で
き
た
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ス
ト
の
ボ
ラ
の
歓
迎
を
受
け
、
船
は
東
の
沖
合
へ

航
路
を
と
り
ま
す
。
見
え
て
き
た
の
は
、
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
「
な
る
ほ
ど

キ
リ
ン
が
並
ん
で
い
る
。
」
湾
岸
に
数
基
連
な
る
大

型
ク
レ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
そ
の
姿
を
連
想
さ
せ
ま

す
。
こ
こ
か
ら
自
動
車
や
電
子
部
品
が
輸
出
さ
れ
、

博
多
港
は
世
界
へ
と
繋
が
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
港
の
整
備
が
進
む
に
つ

れ
、
湾
岸
線
の
キ
リ
ン
達
の
数
は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

増
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
の
観
覧
車
を
右
手
に
、
今
度
は
舵

を
西
へ
と
り
、
西
戸
崎
を
越
え
能
古
島
の
近
く
に
着
い

た
頃
に
は
、
す
っ
か
り
夕
闇
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

海
か
ら
臨
む
福
岡
の
街
の
夜
景
も
な
か
な
か
の
も
の
。

国
内
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
も
負
け
て
は
い
ま
せ

ん
。
マ
リ
ゾ
ン
の
海
辺
に
は
、
家
族
連
れ
の
姿
も
、
ち
ら

ほ
ら
見
え
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
路
、
見
え
て
き
た
の
は
赤
い
ラ
イ
ト
を
放
っ
て
い
る

博
多
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
で
す
。
付
近
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
中
核

で
あ
る
国
際
会
議
や
展
示
会
が
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
も
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
言
え
ば
、
先
週
も

こ
の
辺
に
巨
大
な
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
が
停
泊
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
光
景
も
最
近
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

産
業
都
市
・
観
光
都
市
と
し

て
、
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で

あ
る
博
多
港
。
ま
た
、
干
潟
を
は

じ
め
、
野
鳥
や
小
魚
が
生
息
す
る

海
辺
の
自
然
と
共
生
し
て
い
る
博

多
港
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が

ら
ユ
ニ
ー
ク
な
面
が
沢
山
あ
る
港

で
す
。
そ
ん
な
魅
力
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
博
多
港
黄
昏
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
。
ち
ょ
っ
と
得
し
た

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
・
広
報
委
員　

新 

正
樹
）

コンパクトでありながら
ユニークな面が沢山ある港。

アイランドシティのコンテナターミナル

夕日が映える海の中道

客船が停泊している博多港

百道浜周辺の夜景

今回取材の時搭乗した船。
夜はライトアップされて綺
麗でした。
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玉
取
祭(

1
月
3
日)

は
一
般
に
「
玉
せ
せ
り
」
と

呼
ば
れ
、
古
来
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
一
年
間

の
吉
凶
を
占
う
正
月
行
事
。
触
れ
る
と
悪
事
災
難
を

逃
れ
幸
運
を
授
か
る
と
い
わ
れ
る
直
径
約
28
セ
ン

チ
、
重
さ
約
8
キ
ロ
の
玉
を
、
約
250
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

末
社
か
ら
筥
崎
宮
ま
で
運
ぶ
。木
製
の
玉
を
め
ぐ
り
、

締
め
込
み
姿
の
競
り
子
達
が
激
し
い
争
奪
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
男
達
が
締
め
込
み
姿
で
競
う
姿
に
、
身
が

凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う

だ
。
最
後
に
お
さ
め
た
競
子
が
浜
側
な
ら
大
漁
、
陸
側

な
ら
豊
作
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

七
月
の
最
終
日
曜
日
と
そ
の
前
日
に
、
楼
門
前
に

据
え
ら
れ
た
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、
罪
穢
を
祓
う
暑
気

祓
い
の
祭
典
。
災
難
を
逃
れ
、
健
康
に
恵
ま
れ
る
こ
と

を
祈
願
す
る
。

　

博
多
の
三
大
祭
り
放
生
会
は「
全
て
の
生
命
あ
る
も

の
を
慈
し
み
、秋
の
実
り
に
感
謝
す
る
」お
祭
り
で
あ
る
。

　

そ
の
起
源
は
、
記
録
に
よ
る
と
延
喜
十
九
年

（
9
1
9
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
「
捕
獲
し
た
魚

や
鳥
獣
を
野
に
放
し
殺
生
を
戒
め
る
こ
と
で
、
善
行

を
行
っ
て
功
徳
を
積
む
」
と
い
う
仏
教
思
想
か
ら
き

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
合
戦
の
間
多
く
殺
生
す
よ
ろ
し
く
放
生
会

を
修
す
べ
し
」
と
い
う
御
神
託
に
よ
る
も
の
と
も
さ

れ
る
千
年
以
上
続
く
最
も
重
要
な
祭
典
で
あ
る
。

　

一
年
お
き
に
御
神
幸
（
御
神
興
行
列
）
が
行
わ
れ
、

七
日
間
（
9
月
12
日
～
18
日
）
の
期
間
中
は
約
700
ｍ
の

参
道
一
帯
に
数
百
軒
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
ガ
ラ
ス

製
の
音
が
出
る
玩
具
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」（
ビ
ー
ド
ロ
、

ポ
ッ
ペ
ン
）
や
博
多
人
形
と
同
じ
製
作
過
程
で
作
ら

れ
る「
放
生
会
お
は
じ
き
」な
ど
が
売
ら
れ
る
。

（
文
・
広
報
委
員　

梅
本 

貴
雄
）

　

筥
崎
宮
参
道
の
先
の
箱
崎
浜
（
お
潮
井
浜
）で
行
な

わ
れ
る
清
め
の
神
事
で
、
山
舁
き
姿
で
各
町
が
集
ま

る
最
初
の
行
事
。
7
月
1
日
は
当
番
町
の
み
が
お
汐

井
取
り
を
行
い
、
7
月
9
日
に
全
て
の
流
が
総
出
で

行
う
。
各
流
ご
と
に
山
小
屋
前
に
集
合
し
た
山
舁
き

姿
の
男
衆
が
当
番
町
に
集
合
し
、
弓
張
提
灯
（
笹
竹
に

提
灯
を
つ
け
た
も
の
）
を
先
頭
に
約
6
キ
ロ
の
「
お

汐
井
道
」
と
呼
ば
れ
る
行
程
を
小
走
り
に
駆
け
箱
崎

浜
ま
で
赴
く
。

　

順
番
は
当
番
町
を
先
頭
に
、当
日
集
合
順
で
各
町
が

続
き
、最
後
尾
は
受
取
町（
翌
年
度
の
当
番
町
）と
な
る
。

　

午
後
6
時
か
ら
7
時
過
ぎ
に
か
け
て
箱
崎
浜
ま
で

赴
い
た
一
行
は
沖
に
向
か
っ
て
沈
む
夕
日
に
拍
手
を

打
っ
て
安
全
を
祈
願
し
、
清
め
の
お
汐
井
（
海
砂
）
を

竹
製
の
テ
ボ
や
升
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
。
帰
路

は
筥
崎
宮
、櫛
田
神
社
に
参
拝
す
る
。

　

ま
た
、春
分
の
日
と
秋
分
の
日
に
近
い
戊
の
日
に
行

わ
れ
る
社
日
祭
で
も
お
潮
井
取
り
が
行
わ
れ
る
。こ
ち

ら
は
朝
行
わ
れ
る
の
で
、「
潮
」の
文
字
を
使
用
す
る
。

問
1

問
2

問
3

問
4

問
5

問
6

筥
崎
宮
の
参
道
の
長
さ
は
？

大
鳥
居
の
柱
の
太
さ
は
？

筥
崎
宮
の
祭
事
は
い
く
つ
？

放
生
会
の
出
店
数
は
？

一
之
鳥
居
は
珍
し
い
カ
タ
チ
の

鳥
居
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ど
こ
が
珍
し
い
？

放
生
会
で
有
名
な
ビ
ー
ド
ロ
は

な
ぜ「
放
生
会
チ
ャ
ン
ポ
ン
」と

言
わ
れ
て
い
る
？

答えは 10 ページに
掲載しています！

つ
ち
の
え

つ
み
け
が
れ



ア
ジ
ア
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
や

韓
国
と
の
定
期
船
が
行
き
交
い
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る

中
央
ふ
頭
・
博
多
ふ
頭
地
区
は
、

都
心
に
近
い
貴
重
な

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
。

現
在
、都
心
部
に
位
置
す
る

こ
の
海
辺
空
間
を
活
か
し
、

「
よ
り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
」と
、

再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
心
部
に
位
置
す
る

貴
重
な
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト

　
福
岡
国
際
会
議
場
や
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

と
い
っ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
が
建
ち
並
ぶ

と
と
も
に
、韓
国・釜
山
港
行
き
の
高
速
船
や

フ
ェ
リ
ー
の
運
航
、ア
ジ
ア
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
な
ど
、国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
中
央
ふ
頭
・

博
多
ふ
頭
地
区
は
、福
岡
市
を
代
表
す
る
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
。博
多
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
や
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多
も
あ
り
、

市
民
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
は
、何
と
い
っ
て
も
博

多
や
天
神
か
ら
近
い
こ
と
。公
共
交
通
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
性
の
悪
さ
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、都
心
部
に
心
地

良
い
海
辺
空
間
が
あ
る
の
は
福
岡
市
の
自
慢

の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、国
際
会
議
の
開
催
件
数
5
年
連
続

国
内
第
2
位
、博
多
港
の
国
際
乗
降
客
数
21

年
連
続
第
1
位
と
い
う
数
字
か
ら
見
て
も
、経

済
や
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、中
央
ふ

頭・博
多
ふ
頭
地
区
が
貴
重
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、魅
力
的
な
エ
リ
ア
で
あ
る
反
面
、

複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
現
状
も
。人

流
・
物
流
の
両
面
で
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
各
機
能
が
混
在
し
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
、イ
ベ
ン
ト
時
に
交
通
が
混
雑
し
て

し
ま
う
こ
と
、ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
環

境
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。集
客
力
の
あ
る

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
な
ど
が
あ
り
な
が
ら
、日

常
的
な
賑
わ
い
が
不
足
し
て
い
る
の
も
せ
っ

か
く
の
海
辺
空
間
を
十
分
に
活
か
せ
て
い
な

い
証
で
す
。

　
現
在
福
岡
市
で
は
、中
央
ふ
頭・博
多
ふ
頭

地
区
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
年
の
9
月
に「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区

（
中
央
ふ
頭・博
多
ふ
頭
）再
整
備
の
方
向
性
」

を
と
り
ま
と
め
、再
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
中
央
ふ
頭
・
博
多
ふ
頭
地
区
の
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
再
整
備
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、天
神
エ
リ
ア
・
博
多
エ
リ
ア
に
次
ぐ
都

心
部
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

※

M
I
C
E
機
能
と
港
湾
機
能
が
揃
っ
て
い

る
強
み
を
活
か
し
、一
体
的
な
再
整
備
を
目
指

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
外
か
ら
訪
れ
た
人
が
楽
し
ん
だ

り
、た
く
さ
ん
の
市
民
が
休
日
に
訪
れ
る
賑

わ
い
の
空
間
に
す
る
こ
と
も
大
切
な
目
標
の

ひ
と
つ
。将
来
的
に
は
、新
た
な
展
示
場
や
ホ

テ
ル
、誰
も
が
気
軽
に
水
に
親
し
め
る
広
場
な

ど
も
で
き
、賑
や
か
で
癒
さ
れ
る
快
適
空
間
へ

と
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。

　
福
岡
市
が
発
表
し
た
資
料
に
よ
る

と
、ま
ず
は
第
2
期
展
示
場
等
の
整

備
や
天
神
・
博
多
と
こ
の
エ
リ
ア
を
結

ぶ
公
共
交
通
の
強
化
、ク
ル
ー
ズ
船
の

受
け
入
れ
環
境
の
強
化
な
ど
の
取
り

組
み
か
ら
行
い
、段
階
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
。天
神

や
博
多
か
ら
サ
ッ
と
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
、海
を
眺
め
な
が
ら
く
つ
ろ
げ

る
空
間
が
あ
れ
ば
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

・
福
岡
な
ら
で
は
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

め
る
こ
と
間
違
い
な
し
。M
I
C
E
機

能
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
環
境

が
強
化
さ
れ
れ
ば
、福
岡
の
ま
ち
も
も

っ
と
潤
う
で
し
ょ
う
。

　
未
来
の
福
岡
市
を
見
据
え
た
取
り

組
み
に
大
き
な
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

る
ア
ク
セ
ス
性
の
悪
さ
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ

ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
未
来

福
岡
市
を
支
え
る
海
辺
空
間

1

現
状
と
今
後
の
課
題

2日
常
的
な

賑
わ
い
の
不
足
な
ど

再
整
備
へ
の

課
題
も
複
数

夢
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
へ

3市
民
か
ら
も

親
し
ま
れ
る

都
心
部
の

新
た
な
拠
点
に

変
わ
る
中
央
ふ
頭
・
博
多
ふ
頭
地
区

マリンメッセ福岡。既存コンベンション施設はどれ
も高い稼働率を誇り、申し込みに応じられないこと
もあるとか。　　　　　　　　　　　提供：福岡市

大きなクルーズ船がたくさん訪れていますが、クルーズ船
用のターミナル施設がないため、現在は船内のレストラ
ンなどで入国審査を行うことも。　　　　　提供：福岡市

提供：福岡市［ウォーターフロント地区（中央ふ頭・博多ふ頭）再整備の方向性より抜粋］

提供：福岡市　撮影者：Fumio Hashimoto

※MICEとは、Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive Travel（報奨・研修旅行）、Convention（大会・学会・国際会議）、Exhivition、Event（展示会・見本市・
　イベント）の頭文字をとった造語で、ビジネスイベントなどの総称。

全体イメージ図

❼ ❻

※「導入機能」、「交通」、「回遊」の3つのイメージを
　１つにまとめたもので、概念を示すものです。

博多港博多港博多港

天神方面天神方面天神方面
福岡都

市高速
1号線

福岡都
市高速

1号線

福岡都
市高速

1号線 博多方面博多方面博多方面

中央ふ頭中央ふ頭中央ふ頭

東浜ふ頭東浜ふ頭東浜ふ頭

須崎ふ頭須崎ふ頭須崎ふ頭 博多ふ頭博多ふ頭博多ふ頭

那
珂
川

那
珂
川

那
珂
川

御
笠
川

御
笠
川

御
笠
川



❾ ❽

問
1

問
2

問
3

水
道
事
業
の
は
し
り
と
も

い
え
る
市
設
の
井
戸
が

あ
る
の
は
ど
こ
の
公
園
？

「
近
代
水
道
百
選
」の

ひ
と
つ
に
も
選
ば
れ
て
い
る

歴
史
あ
る
ダ
ム
と
い
え
ば
？

福
岡
管
区
気
象
台

創
設
以
来
8
9
年
ぶ
り
と

い
わ
れ
る
大
干
ば
つ
が

あ
っ
た
の
は
何
年
？

　
福
岡
市
で
実
施
さ
れ
た『
市
政
に
関
す
る

意
識
調
査（
平
成
25
年
度
）』に
よ
る
と
、福

岡
市
民
の
約
9
5.
3
%
が「
福
岡
市
は
住
み

や
す
い
」と
回
答
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。ま

た
、日
系
産
業
消
費
研
究
所
が
行
っ
た『
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
1,
0
0
0
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
』に
よ
る
と
、「
住
み
良
か
っ
た
ま
ち
」の
1

位
に
は
福
岡
市
が
堂
々
の
ラ
ン
ク
イ
ン
。福
岡

市
は
自
他
と
も
に
認
め
る
”
住
み
や
す
い
ま

ち
“
と
し
て
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、福
岡
市
の
人
口
は
平
成
25
年

に
な
ん
と
1
5
0
万
人
を
突
破
。平
成
22
〜

25
年
ま
で
の
人
口
増
加
率
が
政
令
市
中
1
位

と
い
う
驚
き
の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
う
ち
若
者（
15
〜
29
歳
）の
占
め
る
割
合

『まみずピア』見学申込 TEL.092-608-6262
ホームページで見学の予約状況をご覧いただけます。福岡地区水道企業団・まみずピアホームページ　http://www.f-suiki.or.jp/seawater

答
え
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
！
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答
え

P
4
の
答
え

P
8
の
答
え

11 10

法人会は、よき経営者をめざすものの団体として会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営
および社会の健全な発展に貢献します。

博 

多 

駅

ク
リ
オ
コ
ー
ト

博
多　

ク
リ
オ
コ
ー
ト

博
多　

都
ホ
テ
ル

第
2
合
同
庁
舎

八
仙
閣

ロ
ー
ソ
ン

佐
賀
銀
行

福
岡
銀
行

至
小
倉

至
竹
下

至
３
号
線

至
久
留
米

住
友
博
多
駅
前
ビ
ル

住
友
博
多
駅
前
ビ
ル

住
友
博
多
駅
前
ビ
ル

ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ

ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ

ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ

●

●

●

中比恵
公園

ファミリー
マート

筑前織物ビル
２階

筑前織物ビル
２階

筑前織物ビル
２階

筑紫通り

偕
成
ビ
ル

コンサート、観劇会、見学会、バ

スツアーなど、個人では体験で

きない、法人会ならではの企画

を実施しています。

賀詞交歓会、新会員歓迎会、感

謝の集い、異業種交流会など、

ネットワークが広がるお手伝い

をしています。

青年部会が中心となって年5回のゴルフコンペや、

年に数回『釣り大会』を開催しています。近年では他

法人会メンバーも参加し、会を超えて交流が広がっ

ています。

新社会人研修会、改正税法説明会、

報・連・相研修会、パソコン教室、

マナー研修会などを

開催しています。

著名人を招いての講演会や毎月第一

水曜日に開かれる朝食会「博多一水

会」などで見識を広め、情報交換をし

ています。

法人会には地域に根ざした、様々な業種の会員の方がいらっしゃいます。
先輩経営者の方々から多くのことを学び、青年部の活動では同世代の経
営者と悩みを分かちあいながら成長させていただいております。
講演会や社会貢献活動、小学校での租税教室などを通し日常業
務では経験できない人間啓発の機会を頂く一方で、親睦会では
仕事を忘れて気さくに交流できます。楽しく刺激し合いながら経
営者としての知識・感性を磨ける貴重な会だと思っております。

（株）大阪屋　西川 公美子（株）森硝子店　森 重隆 （有）M.L.H 　亀谷 太一

8月 第8支部　
AED講習会

▲

◀6月 ブロック対抗
　ゴルフコンペ
　（於：伊都ゴルフクラブ）

6月 釣り大会

▲

▲2月 KATASU JAZZ NIGHT

講演会や社会貢献活動、小学校での租税教室などを通し日常業
務では経験できない人間啓発の機会を頂く一方で、親睦会では
仕事を忘れて気さくに交流できます。楽しく刺激し合いながら経
営者としての知識・感性を磨ける貴重な会だと思っております。

（株）大阪屋　西川 公美子

法人会活動を通して感じること、それはやはり人と人のつながりです。

理事会や講演会では様 な々企業の経営者の方 と々交流する機会があり、

そこで聞いた話や考え方はこれまでの社業の経営に役立っている

ものと思います。これからも人と人とのつながりに大切にし、

感謝の気持ちをもって法人会活動に参加させていただき

たいと思います。

そこで聞いた話や考え方はこれまでの社業の経営に役立っている

初めまして青年部会の亀谷です。私は入会して色んな人との出逢
いの多さと先輩後輩方のやさしさに感動しました。たまには愛情あ
る厳しさもありますが(*̂ *̂)、1番に言えることは社会人として少しは
成長したんじゃないかと思います。今までの自分の行動
範囲がいかに狭かったかを痛感させられました。
色んな場所へ出向いて、人と出会って会の活動
にも積極的に参加していこうと思います。

（有）M.L.H 　亀谷 太一

る厳しさもありますが(*̂ *̂)、1番に言えることは社会人として少しは
成長したんじゃないかと思います。今までの自分の行動

公益社団法人 博多法人会 ご入会、お問い合わせは

092‐411‐2789
またはホームページから www.hakata-houjinkai.jp

9月 ファミリー親睦会　ざうおバーベキュー

7月 青年部会
夏期研修会　
柳谷喬太郎師匠 独演会

7月 青年部会
夏期研修会　
柳谷喬太郎師匠 独演会

7月 青年部会
夏期研修会　
柳谷喬太郎師匠 独演会

6月 青年部会 第二回報告会 集合写真　

初めまして青年部会の亀谷です。私は入会して色んな人との出逢
いの多さと先輩後輩方のやさしさに感動しました。たまには愛情あ

6月 青年部会 第二回報告会 集合写真　6月 青年部会 第二回報告会 集合写真　

2月 新会員歓迎会

るるるる
賀詞交歓会、新会員歓迎会、感

謝の集い、異業種交流会など、

ネットワークが広がるお手伝い

2月 新会員歓迎会2月 新会員歓迎会

3月 感謝の集い

P
8
の
答
え

ネットワークが広がるお手伝い

3月 感謝の集い3月 感謝の集い

2月 青年部会 地域社会貢献活動　
ソフトバンクホークスキャンプ見学
2月 青年部会 地域社会貢献活動　
ソフトバンクホークスキャンプ見学
2月 青年部会 地域社会貢献活動　
ソフトバンクホークスキャンプ見学

6月 
アビスパ福岡 試合観戦
6月 
アビスパ福岡 試合観戦
6月 
アビスパ福岡 試合観戦

4月 新社会人研修会

法人会には地域に根ざした、様々な業種の会員の方がいらっしゃいます。
先輩経営者の方々から多くのことを学び、青年部の活動では同世代の経

4月 新社会人研修会4月 新社会人研修会パソコン教室

法人会には地域に根ざした、様々な業種の会員の方がいらっしゃいます。
先輩経営者の方々から多くのことを学び、青年部の活動では同世代の経
法人会には地域に根ざした、様々な業種の会員の方がいらっしゃいます。
先輩経営者の方々から多くのことを学び、青年部の活動では同世代の経

4月 新社会人研修会4月 新社会人研修会4月 新社会人研修会パソコン教室パソコン教室

9月 時局講演会　
加藤清隆氏 講演会

水曜日に開かれる朝食会「博多一水

会」などで見識を広め、情報交換をし

ています。

9月 時局講演会　
加藤清隆氏 講演会
9月 時局講演会　
加藤清隆氏 講演会

6月 第2回定時総会　
神田紅氏講演

知知知知知知知知知知知知知知るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
6月 第2回定時総会　
神田紅氏講演
6月 第2回定時総会　
神田紅氏講演

法人会のキャッチフレーズは「めざします。企業の繁栄と社会への貢献」

 会員メッセージ公益社団法人 
博多法人会

博多法人会
事 務 局

問
1

問
2

問
3

問
1

問
2

問
3

問
4

問
5

問
6

約
7
0
0
m
。

周
囲
約
11
m
。

約
6
0
近
く
。一
般
の
参
列
者

が
参
加
で
き
な
い
も
の
も
含
め

て
で
す
。

約
5
0
0
店
舗
以
上
で
す
。

貫
と
笠
木（
横
幅
が
二
本
と
も

同
じ
長
さ
）の
長
さ
が
同
じ
と

こ
ろ
で
す
。

管
の
先
端
か
ら
息
を
吹
き
込
む

と「
チ
ャ
ン
」「
ポ
ン
」と
軽
や
か

な
音
色
が
す
る
か
ら
で
す
。

福
岡
市
博
多
区
の
東
公
園
。

1
8
9
6（
明
治
2
9
）年
に
掘

ら
れ
、「
松
原
水
」の
名
で
飲
料

用
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

福
岡
市
早
良
区
の
曲
渕
ダ
ム
。

1
9
2
3（
大
正
1
2
）年
に
竣

工
し
た
福
岡
市
で
は
じ
め
て
の

上
水
専
用
ダ
ム
で
す
。

1
9
7
8（
昭
和
5
3
）年
。こ

の
出
来
事
が「
節
水
型
都
市
づ

く
り
」を
進
め
る
き
か
っ
け
に
な

り
ま
し
た
。



●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
租
税
教
室（
博
多
小
学
校
）

●
健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
青
年
部
会
税
務
研
修
会

●
女
性
部
会
税
務
研
修
会

●
福
岡
地
区
５
法
人
会
税
制
委
員
会

●
福
岡
地
区
５
法
人
会
共
催
講
演
会

●
第
６
支
部
研
修
会

●
第
７
支
部
研
修
会

●
第
８
支
部
研
修
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
女
性
部
会
メ
イ
ク
ア
ー
ト
研
修
会

●
第
９
支
部
研
修
会

●
租
税
教
室（
席
田
小
学
校
）（
住
吉
小
学
校
）

（
板
付
小
学
校
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
租
税
教
室（
東
光
小
学
校
）

（
箱
崎
小
学
校
）

  

（
東
月
隈
小
学
校
）（
弥
生
小
学
校
）

●
第
６
支
部
賀
詞
交
換
会

●
第
３
・
４
ブ
ロ
ッ
ク

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
消
費
税
・
印
紙
税
説
明
会

●
新
会
員
歓
迎
会

●
第
１
支
部
研
修
会

●
第
７
支
部
研
修
会

●
青
年
部
会
社
会
貢
献
活
動

●
女
性
部
会
研
修
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
感
謝
の
集
い

●
青
年
部
会
３
月
研
修
会

●
第
２
支
部
研
修
会

●
第
11
支
部
研
修
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
新
社
会
人
研
修
会

●
新
設
法
人
説
明
会

●
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
福
岡
地
区
５
法
人
会
税
制
委
員
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
青
年
部
会
役
員
研
修
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
第
７
支
部
ラ
ブ
ア
ー
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
１
4

●
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

●
報
告
・
連
絡
・
相
談
研
修
会

●
相
続
教
室

●
第
３
支
部
研
修
会

●
第
２
回
定
時
総
会

●
女
性
部
会
第
2
回
報
告
会

●
青
年
部
会
第
2
回
報
告
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
決
算
事
務
説
明
会

●
改
正
税
法
説
明
会

●
報
告
・
連
絡
・
相
談
研
修
会

●
女
性
部
会
観
劇
会

●
青
年
部
会
夏
期
研
修
会

●
第
６
支
部
研
修
会

●
相
続
教
室

●
決
算
事
務
説
明
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
相
続
教
室

●
理
事
懇
談
会

●
合
同
研
修
会
・
懇
親
会

●
決
算
事
務
説
明
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
組
織
・
厚
生
委
員
会
合
同

　

決
起
大
会

●
時
局
講
演
会

●
青
年
部
会

   

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
会

●
相
続
教
室

●
第
３
・
４
支
部
合
同
研
修
会

●
簡
保
部
会
研
修
旅
行

●
決
算
事
務
説
明
会

●
博
多
一
水
会（
朝
食
会
）

●
法
人
会
全
国
大
会（
栃
木
）

●
新
設
法
人
説
明
会

●
職
場
の
マ
ナ
ー
研
修
会

●
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会

●
第
２
支
部
研
修
会

●
相
続
教
室

●
青
年
部
会
１０
月
研
修
会

ご あ い さ つ博 多 法 人 会 　 活 動 実 績
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活動の詳しい内容は､博多法人会ホームページでご覧いただけます2013年11月ー2014年10月活動実績（抜粋） 博多法人会博多法人会

　

我
が
博
多
法
人
会
は
、公
益
社
団
法
人
化
し
て
一
年
有
余
。心
配
さ

れ
た
公
益
化
比
率
も
7
0
％
を
越
え（
最
終
的
に
は
県
の
総
務
部
税
務

課
の
監
査
を
受
け
て
合
格
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
）各
支
部
各

委
員
会
を
は
じ
め
、各
所
に
ご
苦
労
を
か
け
な
が
ら
も
ど
う
に
か
ベ
ー

ス
の
体
制
は
で
き
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、今
期
に
入
り
ま
し
て
予
算
編
成
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
保
険
受
託
三
社
か
ら
の
手
数
料
収
入
が
約
二
百

万
程
増
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。実
に
数
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、会
員

各
位
の
厚
生
事
業
に
対
す
る
活
発
な
活
動
が
大
き
く
実
を
結
ん
だ
結

果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

福
岡
県
連
の
厚
生
事
業
委
員
会
の
中
で
、我
々
の
組
織
委
員
会
、厚
生

委
員
会
主
催
に
よ
る
総
決
起
大
会
を
軸
と
し
た
取
り
組
み
が
事
例
と

し
て
紹
介
さ
れ
、県
内
各
単
位
会
に
も
な
ん
ら
か
の
道
標
と
な
り
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
も
う
一
つ
大
き
な
課
題
で
あ
る
e-

T
a
x
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
昨
年
も
同
じ
こ
と
を
書
か
せ
て
戴
い
た
の
で
す
が
、県
内
各

単
位
会
の
中
で
、そ
の
普
及
率
が
最
下
位
で
あ
り
そ
の
状
況
は
ま
だ
改

善
さ
れ
て
い
な
い
模
様
で
す
。何
と
か
こ
の
現
状
を
打
破
す
べ
く
博
多

税
務
署
も
挙
げ
て
取
り
組
み
に
邁
進
さ
れ
る
と
の
こ
と
。私
ど
も
会
員

一
人
一
人
も
、他
の
優
れ
た
活
動
ぶ
り
に
負
け
ぬ
よ
う
、我
が
法
人
会
に

相
応
し
い
結
果
を
求
め
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、現
在
の
予
算
執
行
状
況
は
赤
字
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。又

会
活
動
が
活
発
な
分
事
務
局
の
負
担
も
大
変
な
も
の
が
あ
り
、そ
の
体

制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
各
支
部
各

委
員
会
の
活
動
の
不
自
由
さ
を
少
し
で
も
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。何
よ
り
も
会
の
収
入
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

あ
り
会
員
各
位
の
絶
大
な
ご
協
力
を
切
に
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

　

本
年
七
月
の
定
期
人
事
異
動
で
博
多
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た

石
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
博
多
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、日
ご
ろ
か

ら
、税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

博
多
税
務
署
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、櫛
田
神
社
や

筥
崎
宮
を
代
表
と
す
る
歴
史
や
伝
統
と
、日
々
変
貌
を
続
け
て
い
る
博

多
駅
周
辺
の
商
業
施
設
な
ど
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
活
気
に
あ
ふ

れ
た
こ
の
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
今
の
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
が
目
ま
ぐ
る
し
い
中
、税
務

署
で
は
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」や「
行
政
運
営
の
効
率
化
」の
観

点
か
ら
、e-

T
a
x
の
普
及
及
び
定
着
に
向
け
た
取
組
を
更
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、本
年
度
も
事
業
計
画
の
基
本
方
針
に
、

「
会
員
の
e-

T
a
x
利
用
の
更
な
る
推
進
を
図
る
」と
掲
げ
ら
れ
る
な

ど
、そ
の
活
動
は
誠
に
心
強
く
ま
た
頼
も
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
熱
意
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、公
益
社
団
法
人
博
多
法
人
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
企
業
の
更
な
る
ご
繁
栄
を

折
念
い
た
し
ま
し
て
、着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

博多税務署長

石橋  信好

平
成
25
年
11
月

平
成
25
年
12
月

平
成
26
年
1
月

平
成
26
年
2
月

平
成
26
年
3
月

平
成
26
年
4
月

平
成
26
年
5
月

平
成
26
年
6
月

平
成
26
年
7
月

平
成
26
年
8
月

平
成
26
年
9
月

平
成
26
年
10
月

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
は

博
多
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

訃
報

当
会
元
会
長 

木
瀬
克
已
氏
が

8
月
18
日
ご
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

※

第
2
回
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

お
よ
び
御
祝
金
贈
呈
者
の
方
々
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

公益社団法人
博多法人会会長

石村  善悟
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非常用電源設備の
保守メンテナンス、修繕工事は

当社にお任せ!!

株式会社西都電機商会
本　社：〒812‐0007  福岡市博多区東比恵2‐22‐36

TEL：092（441）0005　FAX：092（409）4007

mail：info@seitodenki.com　URL：http：//www.seitodenki.com/

営業所：山口、広島、岡山　　工場：下関

〒812‐0053  福岡市東区箱崎4丁目29番7号
電話 （092）641‐5204　FAX （092）641‐5214
携帯090‐3665‐4794　http://www.obl.co.jp/

カット（シャンプー、ブロー込）
男性4,500円　女性5,000円（税抜）

お会社の防災･非常用発電設備や直流電源設備、無停電電源装置
など、停電･瞬停などの緊急時に動作すべき、大切な設備です。
日頃のメンテナンスや修繕が大事!これら設備の現状に不安を
お持ちの方、一度、当社までご連絡を！
勿論無料で、丁寧に、わかりやすくご説明します。

非常用電源設備、蓄電池設備、各種蓄電池、
フォークリフトまで、販売から保守･修繕まで
トータルサポート

博多駅、天神より車で10分

箱崎浜（東区役所前）バス停100m

地下鉄箱崎宮前駅より歩いて5分（400m）

オーシャンボート免許教室

国家試験 免除コース

株式会社 オーシャン

法人会特別年間料金

1級　147,000円 → 73,500円（4日間コース）
2級　124,000円 → 62,000円（2日間コース）
特殊　 74,000円 → 50,000円（2日間コース）

50%特別割引期間  2014/11～2015/3

釣具店

箱崎マリーナ

オーシャン事務所

マクド
ナルド

国道3号線

東区役所

東保健所
地下鉄Ⓢ

箱崎宮前

香椎→←千鳥橋

歩道橋

神戸屋
サンド

漁港

約100m

http://pazrood.jp パズロード

深夜３時まで営業!
『切りたいとき』
にすぐ行ける！
天神西通り美容室！
18時間営業で年中無休!しかも天神西通り
(H&M向かい)という好アクセス!スタッフは全
員経験豊富なトップスタイリストのみ。一人のお
客様を完全マンツーマンで施術・対応するため、
ライフスタイルに合わせたアレンジ方法など
様々な提案もしてもらえ、仕上がりの完成度も
抜群に高い男性スタッフも多く、男性のニーズに
応えたワンランク上のヘアスタイルを提案する。
多忙なビジネスマンに人気のヘアサロンです。

092-716-1116
朝9時～深夜3時まで営業・年中無休 中央区天神 2－4－16 　天神３１・オクトビル 4F
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